
オレンジゆずるバス再編検討分科会
とりまとめ（案）について

【別紙２】

評価指標 基準値 達成状況に応じた方策

収支率
（運賃収入/運行経費）

50%
 割引運賃の適用範囲の見直し
　・「拡大」の検討（達成時）
　・「縮小」の検討（未達）

バス1便あたりの
利用者数

【青・赤・黄】
48人/便

【緑】
20人/便

 運行時間帯の見直し
　・「維持・拡大」の検討（達成時）
　・「縮小」の検討（未達）

バス停1日あたりの
利用者数

8人/バス停・日
 ルートやバス停の見直し
　・「維持・新設」の検討（達成時）
　・「廃止・統合」の検討（未達）

実績
（令和6年度）

分科会での検討結果 その他のご意見

38.2%

 現状維持

　【主なご意見】
 　・割引の適用範囲の縮小に
　　より利用者が減少し、収支の
　　悪化が懸念される。
　 ・現在の利用者の年齢層や
　　　他市の割引事例も踏まえると
　　　維持した方がよい。

 ・利用の少ない世代（若者）や
   時間帯（昼間以降）に対して
   利用促進をすべき。

 ・対象者を絞る（後期高齢者、
　所得制限等）ことも必要では。

 ・現金での支払いは不便なため、
　 ＩＣカードやマイナンバーカード
　を活用した割引を検討すべき
　
 ・適用の範囲でなく、割引額を
　見直すべきと考える。

【平日】
朝・夕を中心に

概ね未達

【土日祝】
すべての便が未達

 現状維持

　【主なご意見】
 　・運行時間帯の縮小により、
　　 利用者が減少し、収支の
　　 悪化が懸念される。

 ・利用の少ない昼間の便を
   減らし、通勤・通学などの
   利用が見込める朝・夕の
　 運行時間帯を拡大できないか。

 ・新規設定した緑ルートを見直す
　 ことで、収支が改善できるの
　 ではないか。

【平日】
45バス停　達成

（46バス停　未達）

【土日祝】
23バス停　達成

（６８バス停　未達）

 現状維持

　【主なご意見】
 　・１人でも需要があれば維持
 　・再編時のコンセプト
     （既存バス停を存続）を
    踏まえ廃止すべきでない。　
 　・利用定着の観点からも維持

 ・需要が見込める施設（オルタナ
   の森、スカイアリーナなど）に
   バス停を新設してはどうか。

 ・複数ルートが停車している
　 バス停について、基準に達して
　 いない場合は、ルートによって
　 廃止を検討すべきでないか。

■オレンジゆずるバス再編計画（令和4年8月策定）より ■再編計画に基づく評価・見直し検討結果

【オレンジゆずるバス評価基準に基づく見直しについて】
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【その他意見に関する見直し・対応方針について①】

検討テーマ・意見など 対応方針など

①社会実験路線（箕面小野原線）の

　見直し（※）に対する補完について
※：日中の時間帯における箕面萱野駅～小野原東の減便

• オレンジゆずるバスとしては補完しないものとする。
• 新駅周辺のまちづくりにより、今後、移動需要の増加が見込ま
　　れることから、別の代替手段による補完について検討を求める。

②市立病院の受付開始時間（8:30）を
　基準としたダイヤの見直しについて

• 市民・利用者のニーズに基づき、「各地域から市立病院の受付開
始時間に到着できる」、「乗り継ぎの際の待ち時間に配慮」の２
点から、現在の市立病院の受付開始時間を基準としたダイヤ設定
としている。

• 市立病院の受付開始時間に向けた利用も各地域から確認され、利
用の定着も見られることから、分科会として今回は見直しを行わ
ない。

③便数の増発

• 30分間隔での運行とするには、乗り継ぎを前提としたバス路線に
変更するなど、ルート距離を大幅に短縮しなければならず、オレ
ンジゆずるバスのコンセプトを見直す必要がある。

• 運転士確保の課題や、アンケート調査より「乗り継ぎをせずに市
内公共施設にアクセスしたい」といった市民・利用者のニーズも
確認されたため、分科会として今回は見直しを行わない。

④運行時間の拡大

• 令和６年４月からバス運転士に関する労働時間の規制が強化され、
運転士が不足している現状から運行時間帯の拡大は難しく、また
「便別の利用者数」についても評価基準も下回っていることから、
運行時間の拡大はしない。
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⑤赤ルートの双方向運行について

• 令和6年3月のバス路線再編において、既存のバス停の運行を維持
しつつ、安全運行や課題であった遅延の解消を行うため、現在の
一部地域を一方向運行とした。

• 令和6年度利用者アンケート調査において、一方向運行による効
果（定時性に関する満足度の向上）を確認され、双方向ルートを
設定すると、再編前と同様の問題が発生する可能性が高く、現行
の台数、運転士では対応が困難なことから現行どおりとする。

⑥運賃の見直し
• 利用促進により収支率向上を目指しつつ、運賃設定・割引制度に

ついては、利用状況や収支状況を分析のうえ、長期的な検討を行
い、必要に応じ、見直しの検討を求める。

⑦イベント等との連携による

  利用促進・情報発信

• 箕面まつりへの参加、オレンジゆずるバスサポーター店等、
   現行の利用促進施策を継続しつつ、現在、利用の少ない世代
　　に向けた新たな施策の検討を行い、更なる利用促進に努める。

⑧バス待ち環境の整備

• 道路幅員などの条件により、ベンチの設置が可能な箇所に
   ついては令和６年度末までに設置が完了。

• 新たな上屋について、バスの利用状況や地先地権者への影響

   なども踏まえ、必要に応じて設置を検討。

⑨渋滞対策 • 道路管理者へ意見・情報の共有を行い、改善を要望する。



【その他意見に関する見直し・対応方針について②】

：西向きルート
　（粟生間谷→箕面萱野駅→市立病院・箕面駅）

：東向きルート
　（市立病院・箕面駅→箕面萱野駅→粟生間谷）

乗降

〇東向きルート
（箕面駅⇒箕面萱野駅⇒粟生間谷）

○渋滞のリスクのある交差点の右折を回避したルート設定

○既存ルートを活用し、バス停の廃止をすることなく
　ルートの見直しを実施
○箕面萱野駅南改札口まで約２５０ｍ

　箕面萱野駅北側交通広場（バスロータリー）まで約３５０ｍ
　みのおキューズモールまで約４００ｍ

〇西向きルート
（粟生間谷⇒箕面萱野駅⇒箕面駅）

乗降

○国道４２３号側道を活用し、バスロータリーへの
　乗り入れ時間を短縮しつつ箕面萱野駅へアクセス
○箕面森町線や彩都線の降車後、

　オレンジゆずるバスに乗り換えしやすく、
　森町・止々呂美や彩都住民の
　市内公共施設へのアクセス性が向上
○箕面萱野駅北改札口まで約１５０ｍ
　みのおキューズモールまで約１５０ｍ

検討テーマ・意見など 対応方針など

⑩青ルートの箕面萱野駅乗り入れ

  について

•  青ルートについて箕面萱野駅へ乗り入れることとする。
•  箕面萱野駅への乗り入れに伴うルートの見直しの詳細は、
　　下記のとおり。
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